
の
土
地
利
用
型
農
業
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
の
か
。

経
済
部
長　

現
在
の
価
格
低

迷
の
中
で
販
売
方
法
を
改
善

し
、良
い
品
物
は
区
別
化
し
て

販
売
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。継
続
的
な
産
地
化
を
図
る

に
は
生
産
者
個
々
の
技
術
を
平

準
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。良
い
品
物
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な

ど
の
工
夫
に
よ
る
付
加
価
値
を

付
け
販
売
し
て
い
く
こ
と
が
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
り
、生
産

者
の
栽
培
技
術
の
底
上
げ
、所

得
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
り
、今
後
と
も
JA
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。ま
た
作
物
を
集

団
化
し
、米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の

穀
物
が
栽
培
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
、機
械
利
用
組
合

な
ど
の
組
織
を
育
成
し
、土
地

利
用
型
農
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
農
薬
に
対
す
る
安
全
使
用

を
生
産
者
に
周
知
徹
底
し
て
い

る
の
か
。

経
済
部
長　
危
険
回
避
、安
全

対
策
の
た
め
、定
期
的
に「
広
報

う
き
」等
で
啓
発
に
努
め
た
い

と
思
う
。

問　

公
共
下
水
道
整
備
は
、い

か
に
接
続
を
推
進
す
る
か
が
カ

ギ
と
思
う
が
ど
う
か
。

土
木
部
長　
各
種
集
会
や
工
事

説
明
等
、ま
た
広
報
紙
等
で
下

水
道
事
業
の
意
義
、効
果
等
を

説
明
し
な
が
ら
住
民
の
理
解
を

求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　
危
機
管
理
に
つ
い
て
の
認

識
を
伺
う
。

市
長　
想
定
し
得
な
い
不
測
の

緊
急
事
態
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
、様
々
な
危
機
を
可
能
な
限

り
想
定
し
て
速
や
か
に
対
応
し
、

万
全
の
対
策
を
立
て
て
市
民
の

安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

が
行
政
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本

部
を
設
置
し
た
。

問　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
冠
水
常
襲

地
帯
へ
の
今
後
の
取
組
は
。

土
木
部
長　
大
野
川
右
岸
側
の

港
町
付
近
に
排
水
機
場
と
、き

ら
ら
付
近
に
転
倒
堰
の
整
備
3.8

億
円
、県
も
防
潮
堰
に
5
億
円

で
設
置
計
画
、ま
た
五
丁
川
周

辺
地
域
は
水
門
、ポ
ン
プ
設
置

等
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う『
特

定
構
造
物
改
築
事
業
』に
よ
る

調
査
を
1
千
万
円
で
実
施
し
て

い
く
。

経
済
部
長　
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
の
強
制
排
水
対
策
と
し

て
17
箇
所
の
機
場
で
対
応
し
て

お
り
、新
た
に
小
川
町
北
新
田

(

24
年
度
完
了)

不
知
火
町
亀
松

(

19
年
度
基
礎
調
査)

松
橋
町
豊

川
北
部
は
本
年
度
基
礎
調
査
を

実
施
す
る
。

問　

地
域
振
興
券
の
計
画
、仕

組
み
や
取
扱
い
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
る
の
か
。ま
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
は
ど
う
か
。

経
済
部
長　
20
%
の
付
加
価
値

を
付
け
、一
冊
5
0
0
円
券
12

枚
つ
づ
り
の
総
額
1.2
億
円
を
発

売
。10
月
1
日「
広
報
う
き
」と

「
う
き
う
き
商
品
券
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ
」を
家
庭
へ
配
付
す
る

予
定
。使
用
期
間
は
年
末
年
始

の
11
月
24
日
か
ら
翌
年
1
月
31

日
ま
で
を
設
定
し
て
い
る
。

問　
健
康
は
宝
物
。元
気
で
長

生
き
し
て
欲
し
い
と
思
う
。健

康
管
理
の
た
め
に
ど
ん
な
事
業

対
策
が
必
要
な
の
か
。M
R
I

検
診
に
費
や
し
た
金
額
と
併
せ

て
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　

M
R
I
検

診
総
経
費
は
1
億
9
2
9
万
円
。

介
護
予
防
事
業
は
筋
力
ア
ッ
プ
、

ま
す
ま
す
元
気
、認
知
症
予
防

教
室
な
ど
に
取
り
組
み
、今
年

度
復
活
し
た
敬
老
会
も
実
施
す

る
。

問　

高
齢
者
に
は
、CO2
削
減
に

つ
な
が
る
と
し
て
国
交
省
が
進

め
る
自
転
車
購
入
費
用
を
助

成
す
る
な
ど
健
康
管
理
の
み
な

ら
ず
、一
つ
の
こ
と
で
よ
り
多
く

効
果
を
得
て
M
R
I
検
診
に
か

け
た
1
億
円
を
知
恵
と
工
夫
で

生
か
さ
れ
た
い
。ご
み
の
分
別
収

集
に
子
ど
も
の
参
加
を
取
入
れ
、

世
代
間
交
流
を
含
め
、双
方
に

様
々
な
多
く
の
効
果
が
期
待
さ

れ
、純
粋
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大

き
い
と
思
う
が
な
ぜ
や
め
た
の

か
。

市
民
環
境
部
長　
来
年
度
以
降

は
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
な
が

ら
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。 

問　
戸
馳
大
橋
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

床
版
の
ひ
び
割
れ
、鉄

筋
の
腐
食
、落
橋
防
止
柵
の
未

設
置
、下
部
工
の
強
度
不
足
が

判
明
し
て
い
る
。戸
馳
地
区
の

「
生
命
、財
産
、生
活
を
守
る
唯

一
の
橋
梁
」で
、架
替
え
に
対
す

る
思
い
は
住
民
と
同
様
で
あ
る
。

問　
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、

平
成
26
年
度
末
終
了
し
た
い
と

の
考
え
だ
が
、今
後
の
対
策
は
。

市
長　
予
備
設
計
が
出
来
上
が

り
次
第
、補
修
か
、補
強
か
、架

替
え
か
を
検
討
し
早
期
完
成
を

目
指
し
頑
張
り
た
い
。

問　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、与
野

党
議
員
の
多
く
が
新
橋
を
と
の

意
見
で
あ
り
、対
応
を
求
め
た
い
。

問　
平
成
18
年
ま
で
42
年
間
に

わ
た
り
三
角
と
近
隣
市
町
の
観

光
や
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
し

て
き
た
。こ
の
航
路
を
再
開
す

る
声
は
後
を
絶
た
な
い
が
、ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

三
角
地
区
の
活
性
化
、

宇
城
天
草
地
域
の
観
光
振
興
に
、

運
航
再
開
を
実
現
し
た
い
。航

路
再
開
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、

営
利
会
社
へ
の
補
助
に
よ
る
公

益
性
の
問
題
、断
続
的
財
政
負

担
の
問
題
が
あ
る
。

問　

航
路
再
開
は
、市
長
の
公

約
で
も
あ
る
。具
体
的
な
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

市
長　

再
開
の
た
め
に
、県
の

援
助
を
得
ら
れ
な
い
か
。又
は

平
成
21
年
度
7
月
に
雲
仙
天
草

観
光
圏
に
加
入
が
決
定
し
た
の

で
、島
原
市
、雲
仙
市
、天
草
市
、

上
天
草
市
等
と
の
連
携
と
負
担

が
出
来
な
い
か
、協
議
・
検
討
し

て
い
く
。

問　
雲
仙
天
草
観
光
圏
の
関
係

県
市
町
に
よ
る「
広
域
公
設
民

営
化
」を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

問　

支
所
機
能
充
実
に
向
け

検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、

現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長　
本
庁
職
員
5
0
0
人
、

支
所
職
員
4
支
所
で
76
人
で
あ

り
、あ
ま
り
に
も
急
ぎ
す
ぎ
た

本
庁
へ
の
業
務
移
管
と
急
激
な

職
員
数
の
減
に
よ
り
、支
所
機

能
の
低
下
を
生
じ
た
と
考
え
て

い
る
。

問　
低
下
し
た
支
所
機
能
を
、

今
後
ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
の

か
対
応
を
お
聞
き
し
た
い
。

総
務
部
長　
作
業
部
会
で
は
、

「
支
所
の
大
幅
な
人
員
配
置
は

難
し
い
」「
支
所
長
の
決
裁
権
の

拡
大
」「
支
所
完
結
型
」を
考
え

て
い
る
。

問　
支
所
の
現
状
を
維
持
す
る

程
度
で
は
、支
所
は
再
生
し
な

い
。本
庁
に
よ
る
中
央
集
権
的

な
や
り
方
を
、抜
本
的
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
。人
口
分
布
か

ら
、本
庁
3
0
0
人
、三
角
支

所
70
人
、不
知
火(

松
合
出
張
所

含)

70
人
、小
川
支
所
90
人
、豊

野
支
所
40
人
ぐ
ら
い
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

提
案
さ
れ
た
こ
と
を
、

再
度
検
討
し
た
い
。

問　
小
川
町
小
野
部
田
地
区
の

「
子
育
て
支
援
住
宅
建
設
」に

つ
い
て

宇
城
市
は
若
い
核
家
族
の
子
育

て
の
有
能
策
を
考
え
て
い
る
と
、

政
策
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
る
。

具
体
策
が
子
育
て
支
援
住
宅
建

設
で
あ
り
過
疎
化
へ
の
ス
ト
ッ

プ
政
策
と
し
て
提
案
す
る
。小

野
部
田
小
学
校
の
児
童
は
20
年

前
の
1
6
6
人
か
ら
現
在
の
85

人
と
減
少
の
一
途
、学
校
の
衰
退

は
地
域
活
力
の
衰
退
そ
の
も
の
、

打
開
策
と
し
て
若
者
世
帯
の
定

住
促
進
の
た
め
に
公
営
住
宅
の

建
設
を
熱
望
す
る
。

市
長　
子
育
て
支
援
公
営
住
宅

の
建
設
に
つ
い
て
は
、民
間
資

本
活
用
も
考
慮
し
つ
つ
、立
地

す
る
場
所
等
の
選
定
も
踏
ま
え
、

財
政
面
か
ら
も
検
討
を
重
ね
積

極
的
に
住
宅
の
整
備
に
取
り
組

む
。私
も
重
大
な
大
変
大
切
な

政
策
で
あ
り
目
的
達
成
に
頑
張

る
。

「
高
齢
者
支
援
と
健
康
管
理
に
つ

い
て
」

石
川 

洋
一  

議
員

「
戸
馳
大
橋
に
つ
い
て
」

入
江   

学   
議
員

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
対
策
に
つ
い
て
」

「
環
境
整
備
に
つ
い
て
」

「
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
」

「
三
角
島
原
フ
ェ
リ
ー
航
路
に
つ

い
て
」

「
支
所
機
能
に
つ
い
て
」

長
谷 

誠
一  

議
員

「
宇
城
市
の
過
疎
対
策
に
つ
い

て
」

前
号
（
第
１８
号
）
の

長
谷
議
員
一
般
質
問
欄

に
一
部
記
載
漏
れ
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
号

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

新橋が求められる戸馳大橋

支所機能の充実が求められている 豪雨の後を調査する関係者
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